
イスラ ームの聖典 『クノレ

ア ーン』は 日本語 に 6とお

り翻訳 されている｡ハ ンス 
-マノレテ ィン ･ク レーマ さ

んは､坂一本健一 ､高橋五郎

+有賀阿馬土､大川周 明､

井筒俊彦､藤本勝次他､三

田了一 にいたる訳業 を詳和

に分析 した｡世界 の大宗教

の聖典 を翻訳す る際 には､

訳 語 の 三塁択 が 死 命 を制 す

る｡ 『妙貞 問答 』 に も顕著

な ように､南蛮時代以来､

仏 教 用 語 との融 和 を 図 る

か､それ とも差異 を際立 た

せ るかは､布教上の戦略や

教義上の論争 に1亘結 した｡

近代でも二.-チ ェ 『ツ ァラ

ツス トラ』の仏典訳があ り､

三島憲一氏 は否定的 に評価

す る｡だが それ らに比べ る

と 『ク)レア -ン』の訳語う曇

択 は教義上 も､信1印上 も副

二欠的ではないか. そ もそ も

神の無時間な貯蔵庫 の智 慧

が､預言者ムノ＼ン′マ ドの 口

か ら直ヨ安アラビア語 で歴史

時間へ と流 出 した とされ る

啓示宗教 にお いて､翻訳 は

原典の便宜 的読解で しか な

いか らだ｡

む しろ教義上 で問題 を含

むのは､ 日本人 と して黄初

にメ ッカに巡ネLした田中逸

平が､アラ ーの神 を 日本 神

話のアメノ ミナ カ _ヌシノカ

ミ と同 一 視 した こ とだ ろ

う｡ これ も田中の発案 では

な く､平田篤胤がマテ･オ~･

リッチj経由でキ リス ト教教:

義 を学 び､神道 の体系 を一

神教 にそって射 撃･-合埋イヒ

した際の ｢逆本地垂迩｣論

法 を踏襲 したものではなか

ったか｡ ここ′にiよ一神教 に_

準 じて古事書己を再解釈 しよ

うとする国学思想 の神学的

系言普カす見えて くるO

大川周明の大 ア ジア主義

は､その延長 に位置づ け う

る｡大川か ら回翻 升究 を依

頼 されたのが井簡俊彦 であ

り､ これが今 日をこ至 る本邦

イスラ ーム学の文字猷学 ･哲

学的本流 をなす｡サノレ-マ

ン ･ラシュデ イの 『悪魔の

詩』の苛羽訳 によって日音殺 さ

二二二
二

要塞

墓蘭


蓋f

問
題

& 
腎
杢 

れ た五 十 嵐 聖 も イ ラ ン ･

イスラ ーム革命 の折､最後

の 日航機で井簡夫妻 と一緒

にテ ヘ ラ ン を脱 出 して い

たC

大川周 明は市 谷の極i東 軍

事法廷で前列 に座 った東条

英機のはげ頭 をポカ ンと殴

って 精 神 鐘…定 に 回 され た

が､療養 中に各 国語訳 を参

照 して 『古蘭』訳 を成 し遂

古ブるC預言者ムノ＼ン′マ ドと

同様の潰依状態 に陥 った と

も回想す るが､ そ う した神

懸 りの行文 を忠実 に翻訳す

るために､井簡訳では一部

極 めて砕 けた 口害吾表支局カ1'実

験的に導入 され た｡井筒の

東洋哲学は､初l期 の二プロテ

ィノス研究か ら仏教 の唯識

を含む深層意講党にイスラ ー

ム神秘主義 を統合す る｡

大ア ジア主義 の潮流のな

かでのイス ラーム研 究史に

つ いては､ 臼杵 陽に考察が

あるc JJ→杉泰､ 中田考な ど

の アズ ′＼ノレ大 学 留 学 者 か

ら､政教一致 を虚構 として

丑ヒ判す る子也内意 まで.東洋

意諸色の思想 史白勺実 険の跡付

力寸期待 され る.晩年の井筒

は､編集者の合庭博 に内緒

だと断 りつつ､大川周明 『匝]

敦概論』 (1942)の (｢序｣

を除 く)本文言己述 は､実 は自

分の若書 きの代筆 だ った と

漏 ら した とい う｡井簡初期

の 『アラビア思想史』(1941)
との対月召も一興だろうC

なお､高橋 ･有賀訳 『聖

否蘭 経』 (1939) と李香蘭 
(芸 名 1938)とは偶然 の一

致だ ろうか｡カ リガ リー大

学の楊暁捷の問 いだが ､山

口卓叔子は後年パ レステ ィナ

解 放 闘 争 に 関 与 した ｡ 
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国際 日本文化研究セ ン二ヌ

e gSm a i1 0ー Evmn einr,Apr5,2
12での筆者 の発言 を要約 し

た.的確 で高度 な博幸臣を】是

供 されたク レーマ氏 にあ ら

ためて謝意を表す る｡
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